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平成 23年度 通常総会 開催 

平成23年度栗東国際交流協会総会は、5月 28 日（土）、コミュニティセンター大宝東において山本
やまもと

章
あきら

栗東市議会副議長のご出席を賜り開催され、すべての議案が無事に承認されました。 

当協会は平成 22 年度に引き続き、「多文化共生のまちづくり推進事業」を栗東市より受託し、また、

「協働事業提案制度」に日本語教室が採択されたことを受け、栗東市や近隣にお住まいの日本人・外国

籍住民の方にとって、より住みよいまちづくりに尽力してまいります。 

なお、東日本大震災の義援金は、5月 24日（火）時点で 137,564 円集まりました。専用口座を

開設し、引き続き募金活動と情報収集に努め、支援方法を検討しています。 

 

【平成 23年度～24年度の新役員紹介】 

役職 名前 一言コメント 

会長 岡田 明男 3 期連続の会長として、より丁寧で誠実な運営を目指

してまいります。 

副会長 奥村 敏子 

中野 光一（新） 

様々なアイディアや人脈を活かし、会員一人ひとりが

力を出せる RIFA を目指します。 

総務広報委員長 太
田 正雄 RIFA 会報の特別号（カラー印刷）では、より見やすい

紙面づくりをし、活動紹介に力を入れます。 

文化交流委員長 小松原 賢治（新） RIFA 会員 2年目。 

「文化交流とは？」を考え、真摯に取り組みます。 

監事 小泉 一夫 

中島 武彦 
健全な運営を維持するために、尽力します。 

● 塗り絵ゲームで非識字体験 ● 

国際教育研究会Glocal net Shiga 作成の

非識字ワークショップ「ここは、何色？」

（塗り絵ゲーム）を総会後に実施しました。

ファシリテーター（進行役）の田中慶子さ

ん（RIFA 会員）は、「日本に住んでいる外

国の方が、ひらがなや漢字をどのように感

じて見ているか、逆の体験をすることで、

感じてほしい」と話されていました。 
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※「ここは、何色？」の教材は、 

滋賀県国際協会にて2,000円で販売中。 

皆さんのご協力、 
ありがとうございます。 

6 月 7日発表！ 

RIFA のホームページが 

滋賀Web 大賞 2011

優秀賞 

（地域活動部門）受賞！！ 



 

 

 

 

 

【6 月】 

＊6/4（土） 国際理解講座  

アニコーさんのエコ・レッスン 

    於：栗東自然観察の森 

 

栗東自然観察の森 

＊6/19（日） 第 1 回 世界と出会う玉手箱 

オリジナル メキシカン アクセサリー作り 

於：コミュニティセンター大宝東 

【7 月】 

＊7/10（日） Japanese Cooking（外国籍住民対象） 

カップ寿司と抹茶わらび餅作り 

於：コミュニティセンター大宝東 

【8 月】 

＊第 2 回 世界と出会う玉手箱 

サモアってどんな国？ 

於：未定  

【9 月】 

＊9/25（日）  

ええやんか！おうみ多文化交流フェスタ参加 

於：草津市ロクハ公園  

【10 月】 

＊第 3 回 世界と出会う玉手箱 

日本で作るおいしいメキシコ料理 

於：未定 

＊異文化交流サロン 

  栗東をトレッキング！（仮称） 

於：金勝（予定） 

【11 月】 

＊11/13（日） 世界と出会う交流広場 

in 滋賀がいいもん市 

於：栗東芸術文化会館さきら シンボル広場 

＊滋賀県ミシガン州バーミングハム市使節団受入 

【12 月】 

＊第 4 回 世界と出会う玉手箱 

自動車整備の魅力 スリランカの人々 

於：ひだまりの家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1 月】 

＊会員の集い 

於：未定  

【2 月】 

＊第 5 回 世界と出会う玉手箱 

知ってほしい南米の日系社会 

於：未定 

 

******** 他、年間を通じて実施 *********** 

【多文化共生のまちづくり推進事業（受託）】 

  防災・観光マップ、防災ガイドブック作成 

  日本の制度勉強会・無料健康相談会 

  多文化共生イベント 

 

【協働事業提案制度】 

  日本語教室のより一層の活性化 

 

【語学講座】 

英会話、韓国語、中国語、他言語講座の検討 

 

【在住外国人生活相談窓口】 

毎週水曜日 13:00～17:00 ポルトガル語通訳 

 

【広報活動】 

  会報紙（年４回）、特別号（年２回）、ＨＰ更新、 

  会員拡大 

 

 

 

 

 

 

近隣協会、JICA大阪国際センター、済生会滋賀県病

院他、各種団体とのつながりも大切にしていきます。 

内容や開催時期等は、変更にな

ることがあります。 

また、RIFA 会員の発案により、

「非識字ワークショップ」・「英語

でクッキング！」などの新事業も

準備中です！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q1）通称「RIFA」の読み方は？ 

A1）「リィファ」 

 

Q2）RIFA は、いつできたの？ 

A2）1999年設立 

 

Q3）会員数は？ 

A3）2011年 5月末現在で、219人 

   ・うち、家族会員 8人、法人会員 4社 

     ・うち、外国籍の方 7人 

・別に、日本語教室学習者 7人 

・現在、最北端の会員は「北海道」在住 

 

Q4）だれが中心になって活動をしているの？ 

A4）役員・文化交流委員会・総務広報委員会・

各種ボランティアスタッフを中心とした、

RIFA会員一人ひとりです。 

  2011年度は事務局員 2 人体制で、市役所の

主管は栗東市自治振興課です。 

 

Q5）RIFA って、どんなことをしているの？ 

A5）いろいろな国や人のことを知るきっかけを 

提供し、“異文化交流”から“多文化共生”

へのまちづくりを目指しています。 

  

 

 

 

 

 

さて、ここからは・・・・・・ 

 

 

Q1）入会のきっかけは？ 

A1）子どもができ、趣味の海外旅行が遠のいて、

イベントに参加して異文化体験すれば、手軽に

旅行気分が味わえるかも・・！？と期待して↗↗ 

 

Q2）今まで参加した中で、印象に残っている講座 

やイベントは？ 

A2）ううっ！どれも印象に残っていて、一つに

絞りきれない・・・栗東再発見バスツアー、流

しそうめん、タイ式マッサージ、アフリカンド

ラム etc.どれも最高！子どもを「ダシ」に参加

して、自分が楽しんでいました。 

 

Q3）RIFA でしていきたいこと、RIFA に望むこ 

となど、メッセージをお願いします。 

A3）多文化を知ることは、自国についても再認識

できてまさに一石二鳥！！日本独自の文化の素

晴らしさや日常当たり前にしていることのあり

がたみも実感できます。「イベント・講座に参加

しない手はない、しなくちゃもったいない！！」

と自信を持っておススメしたいです。RIFＡに

はこれからも、いろんな講座をどんどん企画し

ていただきたいし、私も当日ボランティア等で

きる範囲で関わっていきたいと思っています！ 

*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-**-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-**-*-*-*-*-*-*-*-*-* 

 

 

        

やってみよう！ 

◆国際理解○×クイズ◆ 
「ボールペン」は、6/4（土）国際理解講座で講

師を務めてくださった藤田アニコーさんの出身

国「ハンガリー」で発明された。 

答えは 4 面→ 

 

各種イベント、講座の申込・問い合わせは 

RIFA 事務局まで（月～金 9：00～17：00） 

電  話：077-551-0293/Fax：077-554-1123 

メール：mail@rifa.jp 

ホームページ：http://www.rifa.jp 

新年度第１回目の会報紙なので、 

RIFA を改めてご紹介します！ 
2008年入会の 

Y.I さんにインタビュー！ 

中国へ転勤されたメンバーからも、

「中国お仕事事情」のレポートが届

く予定です！広がれ！RIFA の輪♪ 



ニュージーランドでの多国籍の方との関わりを活かしてー。 
―多文化共生のまちづくりー 

 

2011 年 5 月より、RIFA 事務局員として「多文化共生のまちづくり推進事業」を

担当することになった木
き

村
むら

早
さ

希
き

さん。 

自身の経験をもとに、「防災」をテーマにがんばっています。  

昔からの憧れだった、海外での生活！ワーキン

グホリデーという、就学・アルバイト・旅行など

さまざまな経験を積める制度を利用して、昨年 8

月、大自然の楽園ニュージーランドへ飛び立ちま

した。 

旅行で、海外に何度か行ったことはありました

が、一人で長期の海外滞在は、楽しみ３割、不安

７割でした。でも、いざ飛行機に乗ってしまえば、

「なるようになる」と開き直り、これから始まる

未知の世界に期待は膨らむばかりでした。 

 

まずは語学学校に３ヶ月通い、そのうち１ヶ月

はホームステイをしました。ホストマザーといえ

ば、私の中で自分の親くらいの方かなと想像して

いたのですが、私のホストマザーは、私より１歳

年上で７歳の女の子のお母さんでした。ピアスに

タトゥーという出で立ちで、とてもファンキー

で、陽気な方でした。お母さんというよりは、お

姉さんという感じでとても親近感が沸きました。 

ニュージーランドの生活で驚いたのは、kiwi

（キウイ、ニュージーランド人の方をそう呼びま

す）は、どこでも裸足で歩くのが大好きだという

こと。子どもから大人まで、わざわざ靴を片手に

持って、道でも、ショッピングモールでも裸足な

のです。もちろん足の裏は真っ黒（笑）。でも、

そんなことはお構いなし。理由は気持ちいいから

だそうです。それから、kiwi は fish&chips が大

好きで、ホームステイしていた時は、週に１、２

回は食卓に出てきました。最初は油っこそうだけ

ど、食べられるかなと思っていましたが、だんだ

んやみつきになりました。 

 そして、シャワーはだいたい 10 分ほどで済ま

します。水をタンクに溜めて使うので、１人が多

く使ってしまうと、他の人の水がなくなってしま

うのです。もちろん、エコも考えて、水はとても

大切にされています。長風呂が好きな私にとっ

て、最初はとまどいましたが、すぐに慣れました。 

 

学校を出てからは、語学学校で出会った各国の

友人と旅行したり、ファームでエクスチェンジ

（牧場で、馬・羊や、宿泊付牧場体験者のお世話

をする代わりに、宿泊・食事が無料）を経験した

り。あっという間に時間は過ぎていきました。 

 

そして、2011 年 2 月 22 日、ニュージーラン

ド南島最大の都市、クライストチャーチをマグニ

チュード6.3 の強い地震が襲いました。私自身も

その時まさにその街にいて、被災しました。当時

はフラット（何人かで１軒の家をシェアーするス

タイル）に kiwi とモルディブの方と住んでいて、

2 人は自分の事だけでも大変な中、私の事も、と

ても気にかけ、よくして下さり、とても感謝して

います。 

ガーデンシティと呼ばれる、とてもきれいな街

クライストチャーチが早く以前のような街に復

興できるよう心から願っています。そして、いつ

か必ずまた訪れたいと思っています。 

 

この５月から RIFA 事務局でお世話になること

になりました。より良い多文化共生のまちづくり

のお手伝いができるよう、頑張っていきたいと思

いますので、今後ともよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  より充実した活動を実施するために、活動に賛同し、応援していただける会員を募集しています。 

 
    

【会員特典】 

当協会イベントや講座参加費の割引 

会報「Koryu」やイベント案内のお届け 

【会費（年間）】 

個人 2,000 円  家族 3,000 円  法人 10,000 円 

 総会も終わり今年度スタート。RIFA 設立
以来１3 年目になる。充実期というところか。
何かにつけ地道に継続することが大切なの
である。会員はなかなか増えない悩みがある
が、中にいる我々がしっかり活動することが
まず第一である。こういうことは理屈ではな
いのである。まず活動に参加すること、世は
まさにグローバルの時代。３・１１大震災に
ついても世界中の方が支援してくれたでは
ないか。がんばろう。（Ｍ.Ｏ） 

春夏秋冬 

○ 


